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【手続補正書】
【提出日】平成27年2月16日(2015.2.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
式Ｉ：
【化９】

（式中：
　ｎは０～４であり；
　Ｒ１は、独立して、ハロゲン；－ＮＯ２；－ＣＮ；－ＯＲ；－ＳＲ；－Ｎ＋（Ｒ）３；
－Ｎ（Ｒ）２；－Ｃ（Ｏ）Ｒ；－ＣＯ２Ｒ；－Ｃ（Ｏ）Ｃ（Ｏ）Ｒ；－Ｃ（Ｏ）ＣＨ２Ｃ
（Ｏ）Ｒ；－Ｓ（Ｏ）Ｒ；－Ｓ（Ｏ）２Ｒ；－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ）２；－ＳＯ２Ｎ（Ｒ）２

；－ＯＣ（Ｏ）Ｒ；－Ｎ（Ｒ）Ｃ（Ｏ）Ｒ；－Ｎ（Ｒ）Ｎ（Ｒ）２；－Ｎ（Ｒ）Ｃ（＝Ｎ
Ｒ）Ｎ（Ｒ）２；－Ｃ（＝ＮＲ）Ｎ（Ｒ）２；－Ｃ＝ＮＯＲ；－Ｎ（Ｒ）Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ
）２；－Ｎ（Ｒ）ＳＯ２Ｎ（Ｒ）２；－Ｎ（Ｒ）ＳＯ２Ｒ；－ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒ）２；ま
たはＣ１～１２脂肪族、３～１４員のカルボシクリル；３～１４員のヘテロシクリル；６
～１４員のアリール；もしくは５～１４員のヘテロアリールから選択される任意選択で置
換されている基であるか；あるいは
　Ｒ１とＲ２が、これらの介在原子と一体となって、３～１４員の炭素環、または３～１
４員の複素環、または６～１４員のアリール、または５～１４員のヘテロアリールから選
択される任意選択で置換されている環を形成しており；
　Ｒ２は、独立して、水素；ハロゲン；－ＮＯ２；－ＯＲ；－ＳＲ；－Ｎ＋（Ｒ）３；－
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Ｎ（Ｒ）２；－Ｃ（Ｏ）Ｒ；－ＣＯ２Ｒ；－Ｃ（Ｏ）Ｃ（Ｏ）Ｒ；－Ｃ（Ｏ）ＣＨ２Ｃ（
Ｏ）Ｒ；－Ｓ（Ｏ）Ｒ；－Ｓ（Ｏ）２Ｒ；－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ）２；－ＳＯ２Ｎ（Ｒ）２；
－ＯＣ（Ｏ）Ｒ；－Ｎ（Ｒ）Ｃ（Ｏ）Ｒ；－Ｎ（Ｒ）Ｎ（Ｒ）２；－Ｎ（Ｒ）Ｃ（＝ＮＲ
）Ｎ（Ｒ）２；－Ｃ（＝ＮＲ）Ｎ（Ｒ）２；－Ｃ＝ＮＯＲ；－Ｎ（Ｒ）Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ）

２；－Ｎ（Ｒ）ＳＯ２Ｎ（Ｒ）２；－Ｎ（Ｒ）ＳＯ２Ｒ；－ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒ）２；また
はＣ１～１２脂肪族；３～１４員のカルボシクリル；３～１４員のヘテロシクリル；６～
１４員のアリール；もしくは５～１４員のヘテロアリールから選択される任意選択で置換
されている基であるか；あるいは
　Ｒ１とＲ２が、これらの介在原子と一体となって、３～１４員の炭素環、または３～１
４員の複素環、または６～１４員のアリール、または５～１４員のヘテロアリールから選
択される任意選択で置換されている環を形成しており；
　Ｒ３およびＲ５は各々、独立して、Ｃ１～２１脂肪族から選択される任意選択で置換さ
れている基であり；
　各Ｒ４は、独立して、ハロゲン；－ＮＯ２；－ＣＮ；－ＯＲ；－ＳＲ；－Ｎ＋（Ｒ）３

；－Ｎ（Ｒ）２；－Ｃ（Ｏ）Ｒ；－ＣＯ２Ｒ；－Ｃ（Ｏ）Ｃ（Ｏ）Ｒ；－Ｃ（Ｏ）ＣＨ２

Ｃ（Ｏ）Ｒ；－Ｓ（Ｏ）Ｒ；－Ｓ（Ｏ）２Ｒ；－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ）２；－ＳＯ２Ｎ（Ｒ）

２；－ＯＣ（Ｏ）Ｒ；－Ｎ（Ｒ）Ｃ（Ｏ）Ｒ；－Ｎ（Ｒ）Ｎ（Ｒ）２；－Ｎ（Ｒ）Ｃ（＝
ＮＲ）Ｎ（Ｒ）２；－Ｃ（＝ＮＲ）Ｎ（Ｒ）２；－Ｃ＝ＮＯＲ；－Ｎ（Ｒ）Ｃ（Ｏ）Ｎ（
Ｒ）２；－Ｎ（Ｒ）ＳＯ２Ｎ（Ｒ）２；－Ｎ（Ｒ）ＳＯ２Ｒ；－ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒ）２；
またはＣ１～１２脂肪族；３～１４員のカルボシクリル；３～１４員のヘテロシクリル；
６～１４員のアリール；もしくは５～１４員のヘテロアリールから選択される任意選択で
置換されている基であるか、あるいは：
　隣接している炭素原子上の２つのＲ４基が、これらの介在原子と一体となって、３～１
４員の炭素環；３～１４員の複素環；６～１４員のアリール環；または５～１４員のヘテ
ロアリール環から選択される任意選択で置換されている環を形成しており；
　各Ｒは、独立して、水素であるか、またはＣ１～１２脂肪族；３～１４員のカルボシク
リル；３～１４員のヘテロシクリル；６～１４員のアリール；もしくは５～１４員のヘテ
ロアリールから選択される任意選択で置換されている基である）
に示す式Ｉの化合物またはその薬学的に許容され得る塩の水性ナノ粒子懸濁液を調製する
方法であって；
　（１）式Ｉの化合物および任意選択で、薬学的に許容され得る界面活性剤（１種類また
は複数種）を水混和性有機溶媒に溶解させ、有機溶液を形成すること；（２）任意選択で
、薬学的に許容され得る薬剤（１種類もしくは複数種）および／または任意選択で、薬学
的に許容され得る界面活性剤（１種類もしくは複数種）を水に溶解させ、水溶液を形成す
ること；ならびに（３）該有機溶液と該水溶液を混合し、粒子が約１０ｎｍ～約５０００
ｎｍの範囲の中央粒径（Ｄ５０）を有するナノ粒子懸濁液を形成すること
を含む方法。
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